
プラム･プルーン特報 No.12                     令和３年8月16日 

ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市プラム部会 

１．プラム 

【 特別散布 】 対象病害虫：灰星病、シンクイムシ類、ケムシ類 

散布時期 ・８月２４日～9 月２日 （第15回定期散布から１０日後） 

散布薬剤 

水 １００ℓ当り 

 展着剤 （まくぴか）    ２０ｍℓ 

パレード 15フロアブル   ５０ｍℓ （前日、2回） 

 アーデントフロアブル    ５０ｍℓ （前日、3回） 

散布日 

 

   月   日 

 

 

  散布量 

 

         ℓ 

散布量 １０ａあたり 50０ℓ 

 

２．プルーン 

【 特別散布 】 対象病害虫：灰星病、シンクイムシ類、アブラムシ類、カイガラムシ類 

散布時期 ・８月24 日～9月２日 （第１1回定期散布から１0日後） 

散布薬剤 

水 １００ℓ当り 

  オーシャインフロアブル  ３３ｍℓ （前日、3回） 

○劇  モスピラン顆粒水溶剤   ５０ｇ  （前日、３回） 

散布日 

 

   月   日 

 

  散布量 

 

         ℓ 

散布量 １０ａあたり 50０ℓ 

注意事項 
【代替】モスピラン顆粒水溶剤に代えて、アーデントフロアブルの２０００倍（前日、３回） 

    を使用してもよい。 

 

○劇・・・劇物をご購入の際は、印鑑をお持ちください         次ページもご覧ください 

●梅雨明け以降の高温により、成熟は昨年よりもやや遅れ気味となっております。 

 収穫期を迎えた品種は、必ず食味を確認の上、収穫開始日を設定して下さい。 

●シンクイムシ類の発生が急増する時期です。スモモヒメシンクイだけでなく、モモシンクイガの被害も散見され 

ます。薬剤散布間隔は10日以内を厳守して下さい。また、被害果実は園外で処分して下さい。 



   ●スモモヒメシンクイ フェロモントラップ調査について（８／４時点）  調査：北信農業農村支援センター 

 

   ＊第２世代の発生ピークは８月上旬頃と予想されます。 

＊防除間隔１０日以内での薬剤散布を徹底して下さい。 
 
 
【重要】 

・隣接園（特に、今後収穫期を迎える作物）に飛散しないよう十分注意する。 

   ・散布後は、タンク内や散布器具の洗浄を十分に行ない、薬液が残らないようにする。 
 
 

次回特報発行予定日：９月1日   問合先：園芸課・担当 金井（０９０－１８６７－２５１０） 

横田（０８０－５１４７－８２５７）                              


